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本日の話題

• 文教大学の概要

– 大学・図書館

• SUCRAについて

– その概要

• 参加に至る経過・ねらい

• SUCRAの現状

• 今後について
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文教大学の概要



文教大学の概要

• 文教大学としての開学は
1976年（大学としては立正女
子大学（1966年），立正学園
女子短期大学（1953年）とさ
かのぼることができる。）

– もともとは女子裁縫学校
としてスタートした

– 2007年に創立80周年

– 「教員養成大学」として成
長

• 幼稚園から大学院まで

• 学生数：約8,600名（越谷
5,000名強，湘南3,000名強）
※4年制，短大，大学院，専攻科，留学生
別科を含む

• 学部:５学部（教育，人間科

学，文学，情報，国際），１短
期大学部（健康栄養）

• 大学院：5研究科

• 教職員：約340名（専任）

• 埼玉県越谷市と神奈川県
茅ヶ崎市にキャンパスをも
つ，文系領域を中心とした
中規模私立大学

2009/2/6 4



本学のキャンパス

越谷キャンパス

湘南キャンパス

旗の台キャンパス
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図書館の概要

• 越谷図書館

– 蔵書：約368,000冊

– 雑誌：約5,800タイトル

– 貸出数:約86,000冊（学
生）

– 職員数：
• 9名（専任）

• 9.1名（非専任）

• 他，委託スタッフ

• 湘南図書館

– 蔵書：約207,000冊

– 雑誌：約3,600タイトル

– 貸出数:約21,000冊（学
生）

– 職員数：
• 10名（専任）

• 6.1名（非専任）

• 他，委託スタッフ

電子ジャーナル提供タイトル数：約8,300タイトル
データベース・電子ジャーナル関係支出：約23,000,000円
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SUCRAについて



SUCRAとは？

• もともとは埼玉大学の機関リポジトリ（IR)
• 現在もその側面を持っている
“Saitama University Cyber Repository of Academic 
Resources”
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SUCRAとは？

• 現在はそれに加え，「埼玉県地域共同リポジ
トリ」としての顔を持つ。
“Saitama United Cyber Repository of 
Academic Resources”
– 埼玉県大学・短期大学図書館協議会（SALA)と埼
玉大学の共同事業として運用（少しずつ実体化）

–各参加機関の学術的生産物のアーカイブ及び発信基
地

– 埼玉県に資する情報を提供し，埼玉県をアピー
ルするポータルに（予定）
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SALAとは？

• 埼玉県大学・短期大学図書館協議会
（Saitama Academic Library Association)
http://www.sala.gr.jp/

• 1988年設立

• 現在は，県内の大学・短期大学・研究機関資
料室46機関が加盟

• 相互協力の推進，研修会の開催，会報の発
行，共同リポジトリの構築等の活動を展開

• 運営は幹事会中心（14機関で構成）
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埼玉大学

文教大学

埼玉県立図書館

○○大学

埼玉県地域共同リポジトリ概念図

メタデータ・ハーベスティング

JAIRO OAISter

Google

文教大学リポジトリHP
埼玉大学リポジトリHP

コンテンツ登録

アクセス・検索

検索

結果の取得

結果の取得

越谷

湘南

検索

結果の取得

城西大学

埼玉県内類縁機関

SUCRAトップページ
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なぜ共同リポジトリか？（１）

• ［法人］大学からの情報発信機能の強化を！（理
事長の方針）
– 大学の認知度の向上を目指して。

• ［図書館］機関リポジトリをめぐる日本・世界の潮
流 → 本学でも立ち上げたい！
– 学部紀要の電子的公開は１０年ほどの蓄積があるが，
学術的生産物の電子的公開方法としての限界も感じ
ていた。

• 公開用サーバに置いて，図書館HPからリンクを張るだけ。

• 学内の各機関（図書館，研究所等）がそれぞれの裁量で公
開を行っているため，統一的な発信ができていない。
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なぜ共同リポジトリか？（２）

• 図書館を大学の情報発信の拠点にできれば・・・
– 大学の中での図書館の「位置取り」

• 単独でIRを立ち上げるには・・・
– 資金がない

– 人的資源が足りない

– ノウハウがない（特にシステム管理）
• コンテンツはそこそこあるのだが・・・

• 環境さえあれば・・・（＞＜）

しかし・・・
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なぜ共同リポジトリか？（３）

「共同リポジトリやり
ませんか？」

２００７年度第3回SALA幹事会
［2008/1/10］

そんな矢先，埼玉大学から・・・
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平成20-21年度CSI委託事業に共同リポジトリを
盛り込んで応募したい。参加を！



• 埼玉大学

– 地域の中核大学としての役割を実体化

• 文教大学学園（法人）

– 情報発信による知名度向上

– （活動の社会への還元）

• 図書館

– 大学内でのステイタスの向上・確立

– （学術情報のオープンアクセス運動）

つまり・・・

Win-Win
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共同リポジトリとしての運用開始ま
での経過

1. （2008/1/10）SALA幹事会で埼玉大学より提案

2. （2008/4） CSI事業領域1に応募（埼玉大学 連携機
関として文教大学）

あと数機関可能性があったが，間に合わず。

3. （2008/6/10） 2008年度SALA総会で提起

SALAと埼玉大学の共同事業として承認

4. （2008/9/29）SALA幹事会においてShaRe/HARPメン
バーとの情報交換会を実施

5. （2008/11/21）文教大学がコンテンツを登録

6. （2009/1/27）城西大学がコンテンツを登録
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参加までの経過（文教大学）

（2008/1/10）埼玉大学からの提案を受けて

1. （2008/2/28）図書館運営委員会で，図書館の2008年度事業
の一つとしてリポジトリ事業を提案，承認

2. （2008/3/3）埼玉大学図書館との打ち合わせ

3. （2008/3/21）合同学長室会議に審議事項として提出，承認

4. （2008/4/9）大学審議会に審議事項として提出，承認
大学の事業とすることが正式に決定された

5. （2008/6/5）湘南図書館との打ち合わせ
※それまでも打合せは断続的に実施していた

「図書館の事業」ではなく，「大学の事業」として位置づけ
ることを重視した。
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SUCRAの現状
http://sucra.saitama‐u.ac.jp/
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SUCRAの画面遷移（１）
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SUCRAの画面遷移（２）
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SUCRAの画面遷移（３）
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SUCRAの画面遷移（４）
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SUCRAの画面遷移（５）

2009/2/6 23



SUCRAとHARPを比較してみる（1）

• SUCRA
– 中心となる埼玉大学が地域

の大学図書館協議会（SALA)
に呼びかける形でスタート

– サーバは埼玉大学で既稼働
のものを利用

– 埼玉大学はシステム管理も
行い，コンテンツも登録する

– 立ち上げのための勉強会と
いった事前の組織的動きは
なかった

– 現在も，参加の意思があると
ころを順次受け入れる，とい
うスタンス

• HARP
– 広島県大学図書館協議会を通

じて組織的な準備を進めた

– サーバはHARP固有のものを立
ち上げた

– 広島大学は別にリポジトリを
持っており，HARPにはコンテン

ツを登録しない（システム・メン
テナンス及び事務局として動
く）

– 日常的な連絡体制を構築して
いる
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SUCRAとHARPを比較してみる（2）

• SUCRA
– SALAの研修会等で啓発活動

は行ってきた

– 今後は実務レベルの研修会
が必要では，という話をして
いる

– 参加館の費用面での負担は，
当面発生しない

– ソフトウエアはXooNIps（理化

学研究所が開発したフリーソ
フト→いまだ開発途上）

• HARP
– 参加機関に分担金を課して

いる（将来のサーバ入れ替え
等を想定）

– ソフトウエアはDspace（ただし，

共同リポジトリ向けにカスタ
マイズを実施した）
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「SUCRA」と「沖縄地域学R」を比較してみる

• SUCRA
– 登録するコンテンツが，
特定の主題をもつ必要
はない（なにを入れても
OK）

• 近未来的には「埼玉県に
資する情報＋埼玉県をア
ピールする」という側面を
持つことも検討（現在は
まだ）

– いくつもの顔を持ったリ
ポジトリに？

• 沖縄地域学リポジトリ

– 沖縄地域学という主題
（サブジェクト）のもとに，
構築を行おうとしている

2009/2/6 26

共同リポジトリであるとともに
サブジェクト・リポジトリでもある
（cf．東京学芸大学が進めている

教育分野のサブジェクト・リポジトリ）



SUCRA参加機関として（現状と今後）

• 現在の登録コンテンツ数：70本ほど（2年間で
400本を目標としているが・・・）

– 学部紀要が中心 → 対象・本数の拡大（これが
当面する最大の課題）

• 課題（その他重要なこと）

– 学内での認知度の向上（登録対象・数の拡大，
広報，教員へのフィードバック）

– 学内の運用体制（教員＋図書館の担当者が参加
する組織）の確立

• 現在は，実行部隊（＝図書館）が動いているのみ
2009/2/6 27



SUCRA参加機関として（現状と今後）

• 業務体制の整備

– 越谷図書館については現在一人（兼務）。

– 湘南図書館は集団実施体制を志向している。

• 事業を継続するための持続可能な業務体制の確立が
必要

• 日常業務に広く薄く組み込む（業務の「増加」ではなく
「組み換え」を）

• 多くのスタッフになんらかの形で手掛けさせる（バック
ヤード面，サービス面）ことで，リポジトリ活動をスタッ
フの意識に刷り込む（これが継続のための基礎となる
のではないか）

– リポジトリの活動は教員とのリエゾン活動である2009/2/6 28



SUCRA参加機関として（現状と今後）

• 共同リポジトリとしての今後

– 教員からは・・・「文教大学の顔があまり前面に出
てないね」

– 共同で行いつつ，各参加機関の顔がよく見えるよ
うにすることの必要

• そうしないと，大学構成員からは十分な評価は得られ
ないかもしれない

– 参加機関ごとのHPをつくるという話はあるが・・・

• ソフトウエアの制約条件もあるが，岡山県の共同リポ
ジトリは参考になりそう（見た目は「共同」に見えない）
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O‐AIR（岡山県共同リポジトリ）
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環太平洋大学独自のリポジトリのようにみえるが，サーバは
岡山大学附属図書館にある。E-printsはこのように見せ方を
工夫することもできる。



SUCRA参加機関として（現状と今後）

• 共同リポジトリとしての今後（文教大学として
の立ち位置）

– 埼玉に大学の基本を置いており，SALA代表幹事

館でもある。そうしたところから，共同リポジトリの
発展に積極的に関与していくことが基本スタンス

– 一方，学内の評価を注視していくことも必要

– 将来的な独立（単独での機関リポジトリ構築）は
ありうるか・・・？？？

⇒ 現時点ではわからない
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（僭越ながら・・・）

沖縄地域学リポジトリへのエールを

• リポジトリ構築は，息永く，地道に進める事業だと思いま
す。

– 一方で大胆な広報も必要ですが・・・

• また，図書館と学術的（知的）生産物の生産者（研究者
など）との距離を近づけるリエゾン活動だとも思います。

– セルフアーカイビングが基本，という考えもありますが・・・

• 「沖縄地域学リポジトリ」構築事業において，リポジト
リそのものが発展を遂げるとともに，それがそこに
参加する機関の発展に，そして働く人たちのやりが
いにつながりますように！ やりがいは「元気の源」
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参考資料・文献

• 村田輝「機関リポジトリから地域リポジトリへ : 
県立図書館のリポジトリ形成事業参画のため
に」（2008.9）
http://sucra.saitama‐u.ac.jp/modules/xoonips/detail.php?id=P0000112

⇒SUCRAの今後の展開（研究者業績DB，シラバスとの連携
など）を詳細に紹介

• 中請真弓．HARPと私．大学の図書館，28（2）
（2009年2月末刊行予定）
発行後，HARPに登録されるでしょう(^^)

⇒リポジトリ活動にかかわることで，自分や組織の何が変わ
るのか，を体験を元に紹介

2009/2/6 33

http://sucra.saitama-u.ac.jp/modules/xoonips/detail.php?id=P0000112


2009/2/6 34

ご静聴ありがとうございました。

Join Hands each Other!
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